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▲豪雨災害による復旧工事を発注しました 

 

総
務
部
関
係 

■
総
務
課 

　
県
か
ら
の
事
務
権
限
移
譲
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
30
事
務
の
受
け
入
れ
に
同
意
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
平
成
20
年
４
月
１
日

に
は
89
の
対
象
事
務
の
う
ち
65
事
務
の
移

譲
数
と
な
り
、
移
譲
率
73
・
08
％
（
19
年

４
月
１
日
現
在
で
39
・
77
％
）
に
達
し
、

移
譲
率
順
位
で
は
県
内
の
市
に
お
い
て
１

位
と
な
り
ま
す
。 

　
平
成
19
年
度
の
職
員
採
用
試
験
は
、
11

月
29
日
に
一
般
職
３
名
、
12
月
６
日
に
消

防
吏
員
５
名
を
第
２
試
験
合
格
者
と
し
て

告
示
し
ま
し
た
。 

■
税
務
課 

　
19
年
度
の
各
税
目
の
当
初
課
税
状
況
は
、

軽
自
動
車
税
課
税
額
が
６
８
７
８
万
９
千

円
、
固
定
資
産
税
は
１
億
５
１
９
７
万
３

百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

企
画
部
関
係 

■
総
合
政
策
課 

　
市
移
動
行
政
懇
話
会
を
、
昨
年
12
月
、

合
川
地
区（
13
日
）、森
吉
地
区（
17
日
）、阿

仁
地
区
（
20
日
）
、
鷹
巣
地
区
（
25
日
）
で
開

催
し
、
約
２
０
０
人
の
市
民
か
ら
貴
重
な

ご
意
見
、
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
機
構
改
革
に
つ
い
て
は
12
月
21
日
、
第

12
回
機
構
改
革
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

大
規
模
な
機
構
改
革
が
１
年
先
延
ば
し
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
４
月
の
機
構
に

つ
い
て
協
議
し
、
喫
緊
の
課
題
に
向
け
、

「
危
機
管
理
対
策
室
」と「
行
財
政
改
革
室
」

の
新
設
を
検
討
し
ま
し
た
。 

　
秋
田
内
陸
線
存
続
を
考
え
る
会
と
北
秋

田
市
長
と
の
意
見
交
換
会
が
、
12
月
13
日
、

阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
存
続
に
向
け
た
乗
車
運
動
の
取
り

組
み
と
し
て
、
阿
仁
地
区
で
は
全
世
帯
が

乗
車
回
数
券
を
購
入
し
目
標
を
上
回
る
３

１
０
０
枚
の
購
入
実
績
が
あ
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
市
民
団
体
主
催
の
「
新
春
秋
田

内
陸
線
談
議
」
が
１
月
26
日
、
２
０
０
人

を
超
え
る
市
民
参
加
の
下
、
阿
仁
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

               

■
財
政
課 

　
平
成
19
年
11
月
19
日
以
降
の
主
な
工
事

等
の
発
注
状
況
（
５
０
０
万
円
以
上
）
は

49
件
、
契
約
額
は
６
億
４
千
５
１
６
７
５

１
６
万
７
千
円
で
し
た
。 

 

市
民
生
活
課
関
係 

■
保
険
課  

　
平
成
18
年
度
に
お
け
る
北
秋
田
市
の
一

人
当
た
り
国
民
健
康
保
険
医
療
費
の
状
況

は
、
一
般
が
25
万
４
５
６
２
円
、
退
職
が

37
万
２
５
６
３
円
、
老
人
が
70
万
５
８
５

１
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

■
医
療
推
進
課  

　
昨
年
12
月
５
日
付
け
で
県
に
提
出
し
て

い
た
市
民
病
院
の
開
設
許
可
申
請
に
対
し
、

１
月
23
日
付
け
で
県
か
ら
許
可
の
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。 

　
１
月
21
日
に
は
市
民
病
院
建
設
の
た
め

の
建
築
、
電
気
、
機
械
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場

事
務
所
が
完
成
し
、
本
体
建
設
工
事
に
着

手
し
ま
し
た
。 

　
指
定
管
理
者
と
し
て
予
定
し
て
い
る
厚

生
連
と
の
条
件
整
備
の
た
め
の
指
定
管
理

者
選
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
第
１
回
目

の
会
議
を
１
月
28
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

■
生
活
環
境
課  

　
廃
棄
物
の
減
量
化
や
再
資
源
化
に
向
け

た
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
を
12
月
21

日
、
開
催
し
、
14
名
に
審
議
員
の
委
嘱
状

を
交
付
後
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

素
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。 

　
「
北
秋
田
市
地
域
防
災
計
画
」
は
、
３

月
中
旬
ま
で
に
策
定
の
予
定
で
県
と
の
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。
策
定
後
に
は
各
部

署
、
関
係
機
関
へ
配
布
し
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
等
の
作
成
を
順
次
行
い
、
防
災
力

の
向
上
に
努
め
ま
す
。 

　
平
成
19
年
に
お
け
る
飲
酒
運
転
追
放
等

競
争
で
当
市
は
全
県
第
５
位
と
な
り
、
２

月
13
日
、
県
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も

関
係
機
関
と
協
力
し
、
交
通
安
全
対
策
に

努
め
ま
す
。 

 

福
祉
事
務
所
関
係 

■
福
祉
課
関
係 

　
２
月
１
日
現
在
の
生
活
保
護
世
帯
数
は
、

３
３
１
世
帯
、
４
４
４
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
平
成
19
年
度
の
家
庭
用
灯
油
の
高
騰
に

伴
い
、
低
所
得
者
世
帯
の
軽
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
20
年
１
月
15
日

か
ら
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
「
北
秋
田
市

灯
油
購
入
費
助
成
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

　
対
象
は
、
現
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税

の
高
齢
者
世
帯
、
障
害
者
世
帯
、
ひ
と
り

親
世
帯
及
び
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
、
助

成
額
は
、
１
世
帯
あ
た
り
５
千
円
、
事
業

費
は
３
５
０
０
世
帯
分
１
７
５
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
昨
年
４
月
に
開
設
し
た
障
害
者
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
「
さ
さ
え
」
の
１
月
末
現
在

の
延
べ
利
用
者
は
、
来
所
２
２
４
２
人
、

訪
問
４
５
８
人
、
電
話
相
談
７
５
４
件
で
、

障
害
者
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て
多
く
の

方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
県
内
初
の
幼
保
連
携
型
施
設
と
し
て
建

設
を
進
め
ら
れ
て
い
た
「
認
定
子
ど
も
園
・

し
ゃ
ろ
ー
む
」
が
、
２
月
21
日
に
県
の
完

成
検
査
後
、
25
日
か
ら
新
園
舎
で
保
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
県
の
「
幼
保
一
体
化
促

進
事
業
」
の
研
究
モ
デ
ル
園
と
し
て
本
年

度
指
定
を
受
け
、
そ
の
実
践
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

■
高
齢
福
祉
課 

 

高
齢
者
福
祉
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る

「
福
祉
の
雪
事
業
」
は
、
登
録
件
数
が
２

月
４
日
現
在
で
１
０
６
２
世
帯
（
一
人
暮

ら
し
世
帯
６
４
４
、
高
齢
者
世
帯
３
７
１
、

そ
の
他
４
７
世
帯
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
介
護
保
険
事
業
は
、
１
月
末
現
在
の
要

介
護
・
要
支
援
認
定
者
数
が
２
６
１
３
人

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
が
２
０
６
８
人
で
、
認
定
者
数
に
対

す
る
受
給
率
は
79
・
14
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
の
同
期
と
比
較
す
る
と
、
認

定
者
数
で
87
人
、
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数
で

１
３
９
人
増
加
、
認
定
者
数
に
対
す
る
受

給
率
も
２
・
77
％
増
加
し
て
い
ま
す
。 

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
関
係 

　
総
合
的
な
相
談
・
支
援
・
権
利
擁
護
等

の
包
括
的
支
援
事
業
は
、
１
月
末
で
電
話
・

来
所
・
訪
問
等
に
よ
る
相
談
件
数
が
、
延

べ
１
６
６
４
件
で
し
た
。
う
ち
虐
待
を
含

む
権
利
擁
護
等
は
、
延
べ
２
６
１
件
含
ま

れ
て
い
ま
す
。 

 

産
業
部
関
係 

■
商
工
観
光
課  

　
11
月
30
日
、
「
北
秋
田
大
野
台
工
業
団

地
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
盤
整
備
」
に
つ
い

て
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
秋
田
支

店
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

　
１
月
24
日
、
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た

「
あ
き
た
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー
」
に
出
席
し
、

北
秋
田
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
参
加
企

業
と
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

　
冬
の
観
光
、
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
あ

る
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
は
、
12
月
の
オ

ー
プ
ン
か
ら
２
月
末
ま
で
の
間
３
万
６
１

３
０
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。 

　
２
月
９
日
・
10
日
の
２
日
間
、
「
道
の

駅
鷹
巣
・
大
太
鼓
の
館
」
に
お
い
て
「
第

14
回
鷹
巣
も
ち
っ
こ
市
」
が
開
催
さ
れ
、

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
観
光
客
で
会

場
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。
　 

          

■
農
林
課 

　
平
成
20
年
産
米
の
需
要
量
が
県
か
ら
通

知
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
の
数
量
は
１
万
９

２
３
２
ｔ
で
、
前
年
と
比
較
し
８
１
３
ｔ

の
減
（
△
４
・
06
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
に
基
づ
き
、
北
秋
田
市
米
政
策
推

進
協
議
会
（
１
月
15
日
開
催
）
の
協
議
を

経
て
、
鷹
巣
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会

（
１
万
４
９
１
ｔ
）、
阿
仁
部
地
域
水
田
農

業
振
興
協
議
会
（
８
千
７
４
１
ｔ
）
に
情

報
提
供
を
し
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
各
協
議
会
が
生
産
調
整
方
針

を
作
成
し
、
農
家
に
生
産
目
標
数
量
を
配

分
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
木
材
公
共
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

年
度
途
中
で
法
律
の
一
部
改
正
で
交
付
決

定
時
期
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
設
計
業

務
委
託
（
地
質
調
査
含
む
）
を
除
き
20
年

度
に
繰
り
越
し
建
築
工
事
を
施
工
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
19

年
９
月
16
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
発
生
し

た
秋
雨
前
線
豪
雨
災
害
に
よ
る
農
業
施
設

災
害
復
旧
工
事
（
補
助
分
）
28
工
区
（
１

５
０
箇
所
）
を
発
注
し
て
お
り
、
残
り
13

工
区
（
28
箇
所
）
は
、
２
月
下
旬
の
発
注

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

         

　
平
成
20
年
３
月
定
例
議
会
は
、
２
月
28
日
に
開
会
し
、
21
日
ま
で
の
会
期
で

開
か
れ
て
い
ま
す
。
議
会
初
日
に
は
、
平
成
20
年
度
の
施
政
方
針
が
示
さ
れ
た

ほ
か
、
行
政
報
告
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案
の
大
綱
質
疑
、
ま
た
11
日
、
12
日
に

は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議

案
を
審
議
し
、
21
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
号
と
次
号
の
２
回

に
わ
た
り
３
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 (1)

▲約２００人が参加した「秋田内陸線談義」 

 

▲大勢の人出でにぎわった「もちっこ市」 

 


